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心内膜電極リード被覆損傷により電池早期消耗を来した1例
　A　case　in　which　the　pacemaker　b　attery　was　rapidly　exhausted　due
　　　　　　　　to　insulation　damage　of　endocardial　leads
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【要旨】症例は68歳の女性．1977年より糖尿病にて内服加療中．1987年に完全房室ブロックにてペース
メーカー植込み術を施行し，1992年・1997年にそれぞれ電池交換を施行した．その後2年経過し，1999年4
月中旬より労作時動悸を自覚するも放置していた．同年6月ペースメーカーチェックのため当科外来受診し
た際，電圧の低下が認められたため3度目の電池交換術を施行した．術中所見として心房・心室リードとも
にペースメーカー本体との接続部近傍に被覆の損傷が認められ，電池早期消耗は損傷部からの漏電によるも
のと考えられた．被覆部より中枢にてリードを切断し，アダプターを用いて新しいペースメーカーに接続し
た．被覆損傷の原因としてはリード接続部の過度の屈曲が考えられた．
はじめに
　シリコン被覆ペースメーカー心内膜リード植込み
後12年で被覆損傷が発生し，損傷部からの漏電によ
ると思われる電池早期消耗を来した1例を経験した
ので報告する．
症 例
　患　者：68歳，女性
　主訴：労作時動悸
　既往歴：1977年より糖尿病にて内服加療中．1987
年，完全房室ブロックにてペースメーカー植込み術を
施行し，その後1992年・1997年にそれぞれ電池交換を
施行した．
　家族歴：特記すべきことなし．
　現病歴：1999年4月中旬より労作時動悸を自覚し
たが放置していた．同年6月にペースメーカーチェッ
クのため当科外来受診し，その際電圧の低下が認めら
れたため電池交換目的で入院となった．
　入院時現症：血圧（右上肢）170／70mmHg．脈拍
84／分・整．貧血・チアノーゼは無く，呼吸音正常．心
音は1・II音正常，心雑音なし．その他前胸部・左上肢
に異常は認めなかった．
　検査所見；血液検査では特に異常は認めなかった．
胸部単純X－P上心胸比は47．9％，肺野に異常陰影は認
めず，リードの断線は明らかでなかった（Fig．1）．心電
図は心房センス・心室ペースのペースメーカーリズム
で異常は認めなかった（Fig．2）．テレメトリーデータ
は電圧2．57V，電極間抵抗値はパルス幅0．6　msで心房
リード548字置心室リード324Ω．使用されているペー
スメーカーはインターメディクス社製283－03型
COSMOSII，心房リードはインターメディクス社製
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Fig．1　Posteroanterior　chest　X　ray．
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Fig．2　Electrocardiogram　showing　normal　pacemaker　function．
483－03型，心室リードはインターメディクス社製
479－Ol型，心房・心室リードとも1987製のシリコン
コーティングであった．
　手術所見：1999年6月，ペースメーカー電池交換術
Fig．3　Arrows（．）show　breakages　of　insulation　in　atrial　and
ventricular　leads．
Fig．4　Magnification　of　insulation　on　breakages．　Electrodes
were　bare　at　the　sites　of　arrows　（．）．
を施行した．ジェネレーターを取り出してみると，心
房・心室リードともジェネレーターとの接続部近傍に
被覆の損傷が認められた（Fig．3，4）．そこで被覆損傷
部より中枢側でリードを切断し，アダプターを用いて
新しいジェネレーターと接続．更にリードの金属が露
出している部分をシリコンにて被覆した．術後の電極
間抵抗値はパルス幅0．6msで心房リード560Ω，心室
リード790Ωとなった．
考 察
ペースメーカーリードの被覆損傷についてはこれ
までいくつかの報告があるが，いずれも酸化による劣
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化が早いとされているポリウレタン被覆リード
か1・2・3），ある特定モデルのシリコン被覆リードに限ら
れている1・5・6）．報告によるとその発生頻度は，
Medtronic社製6991U型ポリウレタン被覆リードが7
～21％1），Pacesetter社製model　No．829，841シリコン被
覆リードが289・5）と高率であるが，その他のシリコン
被覆リードによる被覆損傷の報告はなく，今回我々が
経験したインターメディクス社団のシリコン被覆
リードにおける被覆損傷は稀と言える．当科において
1979年から1999年のペースメーカー植込み症例は
230例であるが，今回のようなリード被覆損傷は初め
てであり，発生頻度は0．4％であった．
　また，植込み後リード被覆損傷が発生するまでの期
間は，自験例と同じシリコン被覆であるPacesetter社
製のリードでは平均15～20．6カ月と報告されている
が5），自験例では初回のペースメーカー及びリード植
込み後12年が経過していた．
　リード被覆損傷の臨床所見としては無症状で電池
交換時発見されるものが多いが，前胸部のtwitching
や7），稀なものでは右横隔膜神経刺激などが報告され
ており4），いずれも漏電によるものである．自験例では
漏電した電流刺激による症状はみられなかったが，
ペースメーカーチェックの際，電圧の低下が認められ
た．心電図上はオーバーセンシング，アンダーセンシ
ング，進出ブロックなどが出現するとの報告もある
が7），自験例においてはペーシング・センシングとも異
常は認められなかった．そのため自覚されていた労作
時息切れが電池消耗によるとは断定できないが，最終
電池交換後2年忌電圧低下が起こったことから，被覆
損傷部からの漏電により電池早期消耗を来したと考
えられる．
　更にリード被覆損傷及びリード断線の好発部位と
しては，静脈外固定部ないしペースメーカー本体連結
部近傍などの可動部と固定部の境界や8），三尖弁と
リードの接触部に多いとされている3）．自験例におい
ても心房・心室リードともペースメーカー本体連結部
近傍に発生しており，また，胸部単純X－P上りードが
ペースメーカー本体の皮下ポケット内で最も屈曲し
ている部位と一致していることから，リードの過度の
屈曲が被覆損傷の原因の一つになったと考えられる．
結 語
　植込み後12年が経過したペースメーカー心内膜電
極リード被覆損傷により，最終電池交換後2年で電池
消耗を来した1例を経験した．
　被覆損傷の原因はリードの過度の屈曲によるもの
と考えられた．
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